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【協働型学校評価（目指す生徒像）】 

   自分を大切にし，他者を認め，思いや考えを行動に移せる生徒 

   自分を向上させるための挑戦と努力を粘り強く続ける生徒 

２０２４年辰年 昇り龍のごとく天に向かって！  

 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

さて今年は辰年。権力や隆盛の象徴とされる龍。十二支の中で唯一想像上の生

き物です。陽の気が動いて万物が振動するので，活力旺盛になって大きく成長し，

形が整う年だと言われています。さて，皆さんにとって，今年はどんな一年にな

るでしょうか。 

私は今年還暦。私が生まれた６０年前は，当時世界最速の鉄道「東海道新幹線」

が開通し，また，東京オリンピックが開催されました（生徒の皆さんにとっては，

２０２１年コロナ禍の中で開催された東京オリンピックの方がピンときますよ

ね）。そこから日本は，いや世界は，大きく変化しています。これからは，さらに急速に変化していく

ことでしょう。しかし，人が生きていくうえで大切なことは，不変です。 

皆さんには，幸せな人生を歩んでほしいと思います。以前，「どんな

時に幸せを感じるか？」と何人かの生徒に質問した時があります。「何

も考えずにしっかり眠れたとき」「お小遣いを上げてもらったとき」「頑

張った成果を褒めてもらったとき」などなど，様々な答えが返ってきま

した。書道家であり詩人である相田みつをさんは「しあわせはいつも自

分の心が決める」という言葉を残しています。同じ状況に置かれていても，「自分にないものに目を向

ける人」と「今自分にあるものに目を向ける人」では，自分の人生の捉え方が違ってくるように思えま

す。私たちは，今自分にないものを欲し，手に入らないことを嘆いたり，ため息をついたり，自分を不

幸だと思ったり…。しかしながら，身の回りを冷静になって見渡すと，友人や家族がいたり，とりあえ

ず生活していくために最低限必要な物を所有していたり，資質や能力を持っていたりするのです。「失

ってはじめてわかるありがたみ」と，よく言われますが，まさにその通り。もっとスケールの大きな話

をすれば，太陽や空気があるから私たちは生きていくことができるわけで…。 

突然ですが，「理想」の対義語は？そう，一般的には「現実」となります。「理想」だけに目を向け

てしまうと，「自分は今幸せではない」と思ってしまいます。しかし，「現実」に目を向けると，今自

分が持っているもの（環境等を含めて）の有難さをしみじみ感じることができるのではないでしょう

か。 

前の日，挨拶をしても返してくれなかった生徒が，今日は挨拶を返してくれた。私はそれだけで，そ

の日１日幸せな気分になります。単純だと思われるかもしれませんが，そんな単純な性格で，良かった

なあと思います。たくさん幸せを感じることができるので…。 

ちなみに，こんなとき幸せ感じますよね。 



「人から愛されていると実感したとき」「人から褒められたとき」 

「人から必要とされたとき」「人の役に立ったとき」 

「しあわせはいつも自分の心が決める」。 

「はい」という言葉の持つ意味 
年末に，私立推薦入試等を受験する生徒の面接練習を行いました。私が担当した生徒は，５日間で１ 

５名。みな大変礼儀正しく，受け答えもしっかりしており，感心しました。ほとんどが，「なぜあなた 

は本校を受験しようと思ったのですか？」等質問をすると，「はい。私は・・・だからです。」と，答 

えました。毎日，朝の出席確認で担任の先生が名前を呼んでいますが，生徒たちは「はい」と元気に？ 

答えています。また，授業中先生から指名されると，「はい」。一見当たり前で簡単そうに思えること 

ですが，実はなかなか難しいかもしれません。授業中，先生から指名されると，「はい」という元気な 

返事をしてから発言する生徒がたくさんいますが，これは大変すばらしいことなのです。 

「はい」という言葉は，「拝啓」という言葉の「拝」だけを取り出した省略形だという説があります。 

「拝」というのは「手のひらを合わせて拝む」という意味です。「啓」は「心を啓（ひら）く」という

意味です。つまり，「はい」とは，相手に対して敬意を払い，拝み，そして心を啓いて接するというこ

となのです。江戸時代の頃も，名前を呼ばれたら「はい」と答えるのは当たり前だったそうです。しか

も，「すみませんが手伝ってくれませんか？」という投げかけに対しても常に「はい」でした。仮に何

もできないとしても「はい」でした。「はい，手伝いますよ。」「はい，今はできません。すみません。」

というように，肯定であっても否定であっても，常に「はい」でした。それは，いったん相手を受け入

れるという意味があったからです。どんな人であっても，どんな考えを持った人であっても，受け入れ

るという日本文化の一つなのでしょう。 

日本語の中には，美しい言葉がたくさんあります。美しい言葉というのは，その言葉を聞いただけで，

人の心を和ませてくれるものです。「はい」という言葉は，美しい言葉であると思います。「はい」と

いう言葉が自然に出てくる郡中生であってほしいと思います。 

  

★冬休み前，図書室から本を借りていく生徒が結構いましたが，私も何冊か借り，読破しました。 

「心を熱くするスラムダンクの言葉」齋藤孝監修 きずな出版 

  ※スラムダンクに関する本はたくさん出ていますが，これもその一つ。学ぶことの多いアニメだと改めて実感。 

「汝，星のごとく」凪良ゆう著 講談社 

  ※図書事務さんと生徒に勧められた本。「キュン」とする切なく悲しいストーリー。人を愛するって，それを素直

に表現する（相手に伝える）って，結構難しい・・・ 

「宙わたる教室」伊与原新著 文藝春秋 

  ※定時制高校に通う，経歴も年齢も異なる生徒たちが，科学部の活動を通して成長・団結していく物語。職業柄，

胸が熱くなりました。きっかけがあれば人は変われるということを改めて実感。 

「捨てられる教師」石川一郎著 SB新書（これは職員の研修図書として購入した中の１冊です） 

  ※「５年後，あなたは生き残れるか？」というサブタイトルにもドキッ。これからの「教師」「授業」「学校」は

どうあるべきか。あと１年で引退の私ですが，残り１年で校長としてやるべきことのヒントになりました。 



 


